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として放置するは危険であると同時tc，演者の云はるタロく微熱見を直に結核症初期として取扱み事

も亦極端である。微熱者に封しては一慮はよく之を回診して熱のみに重きをおかす毒忌に判噺←て

撚る後適當の扱ひをする事が最も緊要であると考ふQ

                  一 般 演 読

                  第1日之部

   L諸種贔卵搬査法の確實陛の比較並びに「アンチホルミン」の

    検出率に謝する影響に就ての考察

                       東京女子瞥學專門學校寄生贔學教室

                              中  村   絹  子

 昭和15年6月より9月まで，本校附属病院今村内科及び小児科の入院患者，並びに本校附属

病院看護嬬の糞便に就き・塗抹法，浮游法，沈澱法・の三方法vaて轟卵検査を行ひ，其等の中何れ

が最も確實性を有するやを面面せり。然して其方法は各々日を改めて六剛こ亘り同一人の糞便に就

き槍結し，且つ同一糞便に就きて可及的頻同の槍査を行へり。又，「アンチホルミン」溶液の蜘心血

蛋白膜に封ずる作用を實験し，以上三方法により，何れが最も確實なるや否やを追正せり。

   2．種々の條件に於ける臓の酸素清費に就て （第1報）

                       東京女子讐學專門學校法讐學教室

                              吉  成   京  子

 種kの條件に於ける隅の酸素高子量測定に先だち，家兎に就き常態に於ける頭部循環（顔面をも

含む）による酸素浩費量，並びにそれに件ひ獲生する炭酸瓦斯量を測定し，更に頭部を顔面及び狭

義の頭部とに分ち測定し，醤照として足部循環による酸素沿費量及び炭酸瓦斯量を測定せり。その

域績は足部循環による酸素浩費量最大にして・動脈1血酸素量の約170－90％を失ひ・顔面は之に次

ぎ30－50 ％，次で頭蓋及び臓の順なり。猫の常態の謄酸素消費量は筋肉に於けるよりも著しく大

なりとの報告に基きて研究を開始せるものなるが，家兎は本研究には不適當なるの観あり。但し種

汝條件を攣じて酸素滑費の態度を研究せんとす。

  3・諸種患潜血清を用ひて行ひたるWeil∫Eehx反鷹に就て

                      東京女子讐學專門學校細菌學教室

                              良  田   圭  子

                              安   西     港

                              丸  山   た  へ

 本証験に用ひたる血清は今夏本校々風會主催の下に王子小學校に於て行ひたる無料診療所を訪れ

たる患者血清と，東京市立本所病院入院中の腸「チフス」並に「パラチフスゴB症患者血清を非気

性となせるものにしてWei1－Felix反跳を行ひたるに些か興味ある實験成績を得たるを以て語れを
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鼓に報告せんと欲す。

 本官憲は一般に160倍以上に凝集せられたる時に煮て意義を有すると繕せらる。余等の点画に於

ては稼楡撒120例中凝集債200倍以上を示せる・ものは

   OXIg生菌浮游液 22．5％

   OXIg「フォルマリン」加菌浮游液 20．0％

   HXlg生菌浮游液 11．7％

   HX、9「フォルマリン」加菌浮游液 9．2％

にして腸「チフス」患者血清に撃て

   OXIg生菌浮游液 38．5％

   HX19「フォルマリン」加菌浮游液 23．0％

   HXI・j生菌浮游液 20・5％

   HXiS，「フォルマリン」加菌浮游液 12・8％

「．パラチフス」：B症患者血清に於ては

   OX19生菌浮游液 77・4％

   OXi9「フォルマリン」油画浮游液 57・5％

   ：HXI9生菌浮游液 57・1％

   HXI9「フォルマリン」』加菌浮游液 42．9％

腸「チフス」「パラチフス」B症患者血濡を除きたる残飴の患者血満に於きてば

   OX：9生蜜浮游液 13・6％

   OX、9，rフ評マリン．細菌浮游液18・5％

   HXユ9生菌並にrフtルマリン」菌浮游液7・4％

なりき。200樒以上の陽性者が獲疹熱を輕過せる病魔を有するや否やを調査せるも不明なりき。東

京市内に於て三寸せられたる家鼠に「リケ。チァ」の誰明せられたる例も存するを以て之が全然獲疹

熱と無届係なりとも涌するを得す，腸「チフス」及び「パラチフス」．に於ては特に本反慮が著明に

陽性を呈したるも其の理由に隔ては今後の研究を要す。

  4．脳脊臆液よ夢分離せる：Pfeiffer氏「インフルエンザ」菌の

    生物學的性撚並に凝集郷戸に就て

                       東京女子蓬警學專F弓學校系田菌學教室

                              中  西   清  子

                              島  野   桑  子

・當攣室鑑査部に逡附せられたる脳膜炎患者の謄脊髄液よりPfeiffer氏「イゾフルエンザ」菌を分

離し，輪中よ．り噛せるワンフルエンザ、菌を比較蜘として本菌の生物學的囲講論噸集反

鷹を検査し』 C魔道よりの「インフルエンザ」菌は菌株特異性を有すれども，謄脊髄液よ．i）のものは：
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